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安全で安心なまちへ

　

市
内
で
の
交
通
事
故
件
数
や
刑

法
犯
罪
認
知
件
数
は
、こ
こ
10
年

で
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。し

か
し
、高
齢
運
転
者
に
よ
る
交
通

事
故
発
生
割
合
が
県
内
平
均
を
上

回
り
、ま
た
、防
犯
に
つ
い
て
も
近

年
は
特
殊
詐
欺
被
害
の
増
加
や
不

審
者
の
つ
き
ま
と
い
事
案
が
発
生

す
る
な
ど
、油
断
で
き
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　　　

交
通
事
故
や
犯
罪
の
被
害
を
無

く
し
、安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
は
、住
民
一
人
一
人
が
注

意
し
て
み
ん
な
で
呼
び
掛
け
合
う

こ
と
を
は
じ
め
、家
庭
や
学
校
、地

域
が
一
体
と
な
り
、自
分
た
ち
の

地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
の
活
動

を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

市
は
、通
学
路
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、学
校
や
警
察
な
ど
関

係
機
関
と
の
連
携
体
制
を
構
築

し
、取
り
組
み
の
基
本
的
な
進
め

方
を
ま
と
め
た「
登
米
市
通
学
路

交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
策
定

し
て
い
ま
す
。こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
基
づ
き
、関
係
機
関
が
協
力
し

て
、定
期
的
に
合
同
点
検
を
実
施

す
る
な
ど
、児
童
生
徒
が
安
全
に

通
学
で
き
る
よ
う
に
通
学
路
の
安

全
確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。具
体

的
な
安
全
対
策
の
内
容
や
実
施
予

定
時
期
な
ど
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。
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交
通
安
全
指
導
隊
や
防
犯
指
導

隊
は
、子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
の

見
守
り
活
動
や
パ
ト
ロ
ー
ル
、市

民
へ
の
交
通
安
全
・
防
犯
普
及
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。主
に

町
域
単
位
で
活
動
し
て
い
る
両
隊

は
、市
民
と
の
信
頼
関
係
を
保
ち

な
が
ら
地
域
の
安
全
を
守
る
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
３
月
時
点
の
隊
員
数

は
、交
通
安
全
指
導
員
１
０
３
人
、

　市は、地域の交通安全や防犯を支
える活動をする隊員を随時募集して
います。交通安全指導員、防犯指導員
に関心のある人は、ご連絡ください。

▶交通安全指導員＝小中
学生登校時の街頭指導や交通安全教
室▶防犯指導員＝防犯パトロールや
防犯広報活動など

▶本市に居住または勤務する
年齢18歳以上の人▶交通安全・防犯
活動に意欲のある人

委嘱日～令和７年３月31日
（再任可）

町域ごとの地区隊で
活動します。地区隊によりますが、月
に数回程度（１～４時間程度／回）の
活動をしています

年額支給されます。また、任務
に従事した場合や会議に出席した場
合には、出動謝礼が支給されます

市民生活部
市民生活課（市民総務係）
☎0220（58）2118

防
犯
指
導
員
１
１
５
人
。町
域
単

位
に
す
る
と
５
〜
20
人
程
で
、決

し
て
多
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。加

え
て
、人
口
減
少
や
生
活
環
境
の

変
化
な
ど
に
よ
り
、新
規
入
隊
者

は
少
な
く
、過
去
と
比
べ
て
隊
員

数
は
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、多
く
の
人
に
、交
通
安
全

や
防
犯
に
対
す
る
意
識
を
持
っ
て

い
た
だ
く
と
同
時
に
、自
主
的
に

活
動
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
体

制
づ
く
り
、企
業
や
各
種
団
体
な

ど
と
の
協
働
に
よ
る
組
織
形
態
の

構
築
を
皆
さ
ん
と
共
に
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

交
通
安
全
の
保
持
、犯
罪
を
防

止
し
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、指
導
隊
の

活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
は
、相
互
に
連
携
・
協
力
し
、

地
方
創
生
の
推
進
に
向
け
て
、幅

広
い
分
野
に
お
い
て
協
働
の
取
り

組
み
を
実
施
す
る
た
め
、あ
い
お

い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式

会
社
と
包
括
的
な
連
携
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、令
和
４
年
12
月
に
開

催
し
た「
セ
ー
フ
テ
ィ
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
コ
ン
テ
ス
ト
」に
参
加
し
た

市
内
52
チ
ー
ム
の
運
転
挙
動
デ
ー

タ
な
ど
を
反
映
し
た「
テ
レ
マ

テ
ィ
ク
ス
交
通
安
全
マ
ッ
プ
」が

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保

険
株
式
会
社
か
ら
本
市
に
提
供
さ

れ
ま
し
た
。マ
ッ
プ
は
今
後
、本
市

の
交
通
安
全
や
道
路
整
備
に
役
立

て
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
ま
ち
づ

く
り
推
進
係
）
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安全で安心なまちへ

　

市
は
、市
民
総
参
加
に
よ
る
交

通
事
故
防
止
と
犯
罪
抑
止
を
目
指

し
、年
間
を
通
じ
た
交
通
安
全
・
防

犯
活
動
を
展
開
す
る
ほ
か
、地
域

一
丸
と
な
っ
た
活
動
を
積
極
的
に

推
進
し
、交
通
事
故
や
犯
罪
の
な

い
安
全
な
地
域
社
会
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
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◉
　

友
人
と
一
緒
に
地
元
の
先
輩
か

ら
誘
わ
れ
た
こ
と
で
し
た
。昔
か

ら
ヒ
ー
ロ
ー
に
憧
れ
て
い
た
の

で
、パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
町
の
治

安
を
守
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

快
諾
し
ま
し
た
。

　防犯の取り組みは、地域、学校、事
業所など、さまざまな組織で行われ
ています。私たち防犯指導員は、その
中でも「見える、見られる防犯」とし
ての役割が大きいと考えています。
活動の一つである青色回転灯装備車
による巡回「青色防犯パトロール」
は、住民に安心感を与え、犯罪抑止効
果が期待できる有効な防犯活動とさ
れています。制服を着用して行う警
備や防犯啓発活動も、相手への意識
付けとして効果が高いものです。
　登米市は犯罪や事件が少ない地域
ですが、記憶に新しいところでは、豊
里子ども園に刃物を持った男が侵入
した事件や、佐沼夏祭りに対する犯
行予告などが発生。特殊詐欺なども
横行しています。大切なのは、一人一
人が防犯意識を高め、家庭や地域、組
織の中でできることを実践すること
です。犯罪や事故のないまちを目指
して、地域と密着した活動に取り組
んでいきますので、ご協力をお願い
します。

◉
　

私
が
所
属
す
る
登
米
地
区
隊

は
、月
１
回
程
度
の
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
や
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
で
の

会
場
警
備
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。隊
員
同
士
で
お
互
い
の
仕
事

や
家
庭
の
事
情
な
ど
を
理
解
し
カ

バ
ー
し
合
っ
て
い
る
の
で
、大
変

だ
と
感
じ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。

◉
　

制
服
を
着
て
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
を
す
る
こ
と
で
、少
な
か

ら
ず
自
分
た
ち
の
活
動
が
地
域
の

犯
罪
抑
止
に
貢
献
で
き
て
い
る
と

自
負
し
て
い
ま
す
。巡
回
中
に
、子

ど
も
た
ち
か
ら
手
を
振
っ
て
も

ら
っ
た
り
、地
域
の
皆
さ
ん
に
感

謝
の
言
葉
を
掛
け
て
も
ら
っ
た
り

す
る
と
本
当
に
う
れ
し
く
て
、や

り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

◉
　

各
地
区
で
若
い
隊
員
は
本
当

に
少
な
く
て
、今
後
人
手
不
足
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

心
配
し
て
い
ま
す
。多
く
の
人
に

私
た
ち
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら

い
、少
し
で
も
興
味
を
持
っ
た
ら

気
軽
に
声
を
掛
け
て
ほ
し
い
で

す
。何
で
も「
や
っ
て
み
た
い
」と

い
う
気
持
ち
が
第
一
歩
。地
域
の

安
全
・
安
心
を
一
緒
に
考
え
行
動

し
て
く
れ
る
人
が
一
人
で
も
増
え

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　

◉
　

昭
和
63
年
に
旧
南
方
町
長
か
ら

任
命
さ
れ
ま
し
た
。今
で
こ
そ
男

女
と
も
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
で
活
躍

し
て
い
ま
す
が
、当
時
は
女
性
が

交
通
安
全
指
導
員
に
な
る
こ
と
は

珍
し
く
、佐
沼
・
登
米
警
察
署
管
内

　交通安全指導員は、見回りや街頭
指導、学校や地域での交通安全教室
などの活動をしています。任務を適
切に行うため、各地区で定期的な講
習会や訓練などを実施し、まちの交
通安全のために尽力しています。
　隊員について、堅苦しいイメージ
を持っている人や、家庭や仕事の時
間を割いて活動しなくてないけない
のではないかと思う人もいると思い
ます。しかし、私たちは地域の一員と
して自分たちのまちを守っていま
す。そして、チームワークを大切に
して、お互いに協力し合いながら活
動しています。家族や勤め先から理
解と協力をいただきながら活動する
隊員もたくさんいます。ぜひ、地元で
活動する隊員のことを知り、興味を
持ってもらえればと思います、
　地域で認知され、信頼してもらえ
る交通安全指導隊として、これから
も住みやすい安全なまちを目指しま
す。皆さんも交通安全の心掛けをお
願いします。

で
一
番
早
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い

ま
す
。

◉
　

子
ど
も
た
ち
や
住
民
向
け
に
、

音
楽
や
寸
劇
を
取
り
入
れ
た
楽
し

く
分
か
り
や
す
い
交
通
安
全
教
室

を
開
い
て
い
ま
す
。市
の
交
通
安

で
す
。小
さ
い
頃
か
ら
交
通
安
全

教
育
に
触
れ
、交
通
安
全
意
識
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
事
故
の
防

止
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、家
族
、関
係
機
関
の
皆
さ

ん
、そ
し
て
た
く
さ
ん
の
仲
間
に

恵
ま
れ
て
前
向
き
に
活
動
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。幅
広
い
年

齢
の
人
た
ち
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
活
動
で
き

る
組
織
は
な
か
な
か
な
い
と
思
い

ま
す
。人
と
関
わ
り
、共
に
取
り
組

む
こ
と
は
、刺
激
や
達
成
感
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
素
晴
ら
し
い
人

生
の
活
力
剤
で
す
。

　

交
通
安
全
は
み
ん
な
の
願
い
で

す
。地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た

ち
の
未
来
を
守
る
た
め
、皆
さ
ん

も
一
歩
踏
み
出
し
て
、一
緒
に
活

動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

全
宣
言
大
会
や
団
体
の
職
員
研
修

な
ど
に
も
呼
ん
で
も
ら
い
交
通
事

故
防
止
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

◉
　

仕
事
や
子
育
て
と
並
行
し
て
活

動
し
て
い
た
の
で
家
族
の
協
力
を

も
ら
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
き
ま
し

た
。今
は
、核
家
族
や
共
働
き
の
家

庭
が
増
え
て
い
る
の
で
、家
族
の

協
力
や
会
社
の
理
解
が
な
い
と
大

変
か
な
と
思
い
ま
す
。

◉
　

朝
の
街
頭
指
導
を
し
て
い
る
時

に
子
ど
も
た
ち
か
ら
大
き
な
声
で

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
あ
い

さ
つ
さ
れ
る
と
、す
ご
く
元
気
を

も
ら
い
ま
す
。

◉
　

交
通
事
故
は
、被
害
者
も
加
害

者
も
不
幸
に
す
る
悲
惨
な
も
の
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■会計別予算額

状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
は
、子
ど
も
や
お
年
寄
り
、障
が
い

者
に
対
す
る
福
祉
の
充
実
な
ど
に
使
わ
れ

る
民
生
費
が
１
３
２
億
１
９
５
万
円
と
最

も
多
く
、次
い
で
市
民
を
守
る
消
防
・
救
急

な
ど
の
消
防
費
、市
の
管
理
業
務
で
あ
る

総
務
費
、議
会
運
営
関
連
経
費
で
あ
る
議

会
費
を
合
わ
せ
る
と
68
億
８
２
４
６
万

円
、大
規
模
な
事
業
の
実
施
に
充
て
た
借

入
金
返
済
の
公
債
費
が
55
億
３
０
７
９
万

円
と
続
い
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、市
政
の
基
本
的
な
施
策
経
費

で
あ
る
一
般
会
計（
※
１
）の
ほ
か
、国
民

健
康
保
険
事
業
な
ど
５
つ
の
特
別
会
計

（
※
２
）と
、病
院
事
業
な
ど
４
つ
の
企
業

会
計（
※
３
）が
あ
り
ま
す
。会
計
ご
と
の

予
算
額
は「
会
計
別
予
算
額
」の
と
お
り
で

す
。

　

本
市
の
令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
予
算

額
は
、４
３
９
億
７
８
７
２
万
円
で
、前
年

度
に
対
し
て
４
億
７
６
４
万
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、地
方
交
付
税
な
ど
の
交
付
金

が
１
９
８
億
９
８
４
１
万
円
、国
・
県
支
出

金
が
82
億
１
５
６
７
万
円
、こ
れ
ら
を
合

わ
せ
る
と
２
８
１
億
１
４
０
８
万
円
と
歳

入
合
計
の
約
64
％
を
占
め
て
お
り
、依
然

と
し
て
国
や
県
な
ど
へ
の
依
存
度
が
高
い

☎

１

２ ４

５

３

■一般会計歳入予算

■一般会計歳出予算
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➊
議
会
を
議
場
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
で
傍
聴
➋
議

会
運
営
や
議
会
だ
よ
り
な
ど
へ
の

意
見
➌
議
会
と
の
意
見
交
換
会
➍

議
会
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

➊
18
歳
以
上
で
市
内
に
住

ん
で
い
る
人
➋
議
会
運
営
に
関
心

を
持
つ
人
➌
議
員
お
よ
び
常
勤
の

公
務
員
で
な
い
人

委
嘱
日
か
ら
令
和
６
年
３

月
末
ま
で

20
人
以
内

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、議
会
事
務
局（
迫
庁
舎

３
階
）に
持
参
ま
た
は
郵
送
、フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
、電
子
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

議
会
事
務
局
に
備
え

付
け
て
い
る
ほ
か
、市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す

４
月
10
日（
月
）

※
当
日
消
印
有
効

議
会

事
務
局

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
登
米
市

　

４
月
１
日
か
ら
、利
便
性
の
向

上
と
運
行
の
効
率
化
を
図
る
た

め
、市
民
バ
ス
運
行
ダ
イ
ヤ
な
ど

を
改
正
し
ま
す
。

▼
２
便
＝
土
日
の
終
点
を
長
根
バ

ス
停
か
ら
町
田
バ
ス
停
に
変
更
▼

３
、６
便
＝
新
設

▼
１
便
＝
新
設（
津
山
線
か
ら
移

行
）▼
７
便
＝
平
日
運
行
か
ら
毎

日
運
行
へ
変
更

▼
５
便
＝
終
点
を
町
田
バ
ス
停
か

ら
ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス
佐
沼
営
業
所
バ

ス
停
へ
変
更

▼
７
便
＝
平
日
運
行
か
ら
毎
日
運

行
へ
変
更

▼
１
便
＝
米
谷
経
由
か
ら
宝
江
経

由
に
変
更
▼
５
、７
便
＝
平
日
運

行
か
ら
毎
日
運
行
へ
変
更
▼
旧
３

便
＝
宝
江
経
由
か
ら
米
谷
経
由
に

変
更
し
、登
米
線
へ
移
行

▼
７
便
＝
始
発
を
１
時
間
34
分
遅

ら
せ
、平
日
運
行
か
ら
毎
日
運
行

へ
変
更

▼
１
便
＝
土
日
の
終
点
を
登
米
総

合
産
業
高
校
前
バ
ス
停
か
ら
佐
沼

高
校
正
門
前
バ
ス
停
に
変
更
▼
４

便
＝
始
発
を
佐
沼
高
校
正
門
前
バ

ス
停
か
ら
ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス
佐
沼
営

業
所
バ
ス
停
に
変
更

▼
１
便
＝
平
日
運
行
か
ら
毎
日
運

行
へ
変
更
▼
６
、８
、10
便
＝
始
発

を
登
米
総
合
産
業
高
校
前
バ
ス
停

か
ら
ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス
佐
沼
営
業
所

バ
ス
停
へ
変
更

※
こ
の
ほ
か
、一
部
の
便
で
始
発

時
刻
や
所
要
時
間
の
変
更
な
ど
に

よ
る
運
行
時
刻
の
変
更
が
あ
り
ま

す※
改
正
後
の
運
行
ダ
イ
ヤ
に
つ
い

て
は
、毎
戸
に
配
布
す
る「
登
米
市

市
民
バ
ス
М
Ａ
Ｐ
」を
ご
確
認
く

だ
さ
い

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
市
民
協
働
課（
地
域
づ
く
り
推

進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　
「
令
和
５
年
度
固
定
資
産
価
格

等
縦
覧
帳
簿
」が
次
の
通
り
縦
覧

で
き
ま
す
。

　

縦
覧
制
度
は
、納
税
者
が
所
有

す
る
固
定
資
産
の
価
格
が
適
正
で

あ
る
か
判
断
す
る
た
め
に
、土
地

や
家
屋
の
価
格
を
確
認
で
き
る
制

度
で
す
。４

月
３
日（
月
）〜
５
月
31

日（
水
）（
土
日
、祝
日
を
除
く
）／

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

各
総
合
支
所
市
民
課（
迫

町
の
み
総
務
部
税
務
課
）

固
定
資
産
税

（
土
地
・
家
屋
）納
税
者

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必

要
で
す

総
務
部
税
務
課

（
固
定
資
産
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

迫
町
佐
沼
字
中
江
２
―
６
―
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
１
３

０
２
２
０（
２
２
）９
２
２
５

死gikaijim
u@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

　市教育委員会は、第５回登米市子ども「本のポップ創
作コンクール」を開催しました。市内小学校に備え付け
ている「上杉文庫」の本を紹介するポップ作品の募集
に、市内の小学校から587点の応募がありました。
　入賞者は次のとおりです。

鈴木綾乃（豊里小）
千葉紗那（米川小）、佐藤碧海（加賀野小）、榊原

琴子（上沼小）
鈴木夢菜（上沼小）、永浦咲衣（南方小）、佐藤美

尋（米川小）、鈴木有那（佐沼小）、川村心桜（米谷小）
菊地凪海（加賀野小）、清野凛（加賀野小）、伊藤

聖峨（米山東小）、平琉依（米山東小）、上野凜太朗（南方
小）、後藤優莉愛（中津山小）、遠藤奏（北方小）、安藤心花
（中津山小）、阿部宥花（豊里小）、千葉莉緒奈（米山東小）
※入賞作品は、３月31日（金）まで迫図書館に展示する

他、市公式ホームページで紹介しています。 
迫図書館

☎0220（22）9820

　

北
方
小
学
校
学
校
運
営
協
議

会
、北
方
小
応
援
団
が
、令
和
４
年

度「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と

地
域
学
校
協
働
活
動
の
一
体
的
推

進
」に
係
る
文
部
科
学
大
臣
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
地
域
全
体
で

支
え
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
に
、学
校
と
地
域
が
連

携
・
協
働
し
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
を

一
体
的
に
実
施
す
る
取
り
組
み
の

う
ち
、そ
の
内
容
が
他
の
模
範
と

認
め
ら
れ
る
も
の
に
対
し
、そ
の

功
績
を
た
た
え
て
文
部
科
学
大
臣

が
行
う
も
の
で
、全
国
１
０
７
自

治
体
、１
１
２
の
取
り
組
み（
県
内

で
は
３
自
治
体
）が
受
賞
。受
賞
し

た
北
方
小
学
校
学
校
運
営
協
議
会

お
よ
び
北
方
小
応
援
団
の
皆
さ
ん

は
２
月
13
日
、市
役
所
へ
表
敬
訪

問
し
、熊
谷
市
長
に
受
賞
を
報
告

し
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
協
会

役
員
と
し
て
活
動
に
尽
力
、地
域

貢
献
し
た
と
し
て
、佐
沼
地
区
交

通
安
全
協
会
副
会
長
の
石
崎
誠せ

い

功こ
う

さ
ん（
76
）＝
米
山
町
野
手
谷
地
＝

が
交
通
栄
誉
章「
緑
十
字
銀
章
」を

受
章
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、多
年
に
わ
た
り

献
身
的
に
交
通
安
全
活
動
な
ど
に

尽
力
し
、顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た

人
に
対
し
、警
察
庁
長
官
お
よ
び

全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
が
表
彰

す
る
も
の
で
、石
崎
さ
ん
は
１
月

18
日
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た

「
第
63
回
交
通
安
全
国
民
運
動
中

央
大
会
」で
本
章
を
受
章
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、本
受
章
に
伴
い
、配
偶
者

の
石
崎
よ
し
の
さ
ん（
75
）に
は
、

全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
か
ら

「
配
偶
者
感
謝
状
」が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
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■
　薬剤部では、主に調剤業務、製剤業務、医薬品情報
業務、医薬品管理業務、薬剤管理指導業務などを行い
ながら、処方された医薬品の監査や、医師や他の医療
従事者との意見交換を通して、業務の最適化を心掛
けています。
　入院や外来の調剤業務では、他で処方された薬と
の飲み合わせはもちろん、患者さんの過去の服薬履
歴や体の状態と処方内容を照らし合わせ、留意点が
あれば医師に相談するなど、薬物療法が効果的に行
われるようサポートしています。
　薬剤管理指導業務では、入院患者さんに対する薬
品の効果や副作用、服用方法などを説明し適切な服
用につなげています。
　さらに、登米市民病院では専門的な治療への対応
力を高めるため、がんや感染症、糖尿病などの認定資
格者を配置し、がん患者の痛みのコントロールや感
染予防、糖尿病の療養指導など、薬を通じて、患者さ
んの治療効果向上に努めています。

薬剤部の紹介

登米市民病院管理課　☎0220（22）5511

◉◉

■

　市では、防災・防犯情報と市からのお知らせなどを電
子メールで届ける「メール配信サービス」を行っていま
す。
　近年、突発的な豪雨災害や特殊詐欺、不審者のつき
まとい事案などが全国的に増えています。市は、災害
などの情報を、防災行政無線などで皆さんにお知らせ
していますが、天候などの影響で防災行政無線の放送
がはっきりと聞こえなかった場合は、メール配信サー
ビスによる情報収集が有効です。迅速・確実に、希望し
ている人に必要な情報が届き、後からでも確認できる
メール配信サービスを、ぜひご活用ください。
　配信情報は、３つの項目の中から必要なものを選ぶ
ことができす。
➊ ＝火災、その他市民の安全に関わる緊急情
報、道路規制（全面通行止め）など
➋ ＝不審者、犯罪発生、特殊詐欺やその他防犯

に必要な情報など
➌ ＝市内の主なイベントやその他の
お知らせなど

まちづくり推進部まちづくり推進課（広
報係）
☎0220（22）2147
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Good health is a great blessing

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、地

域
や
職
場
で
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
を
見
守
り
、寄
り
添
い
、支
え

合
え
る
よ
う
に
応
援
す
る「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
養
成
す
る
講

座
を
開
き
ま
す
。

４
月
19
日（
水
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

登
米
公
民
館（
２
階
和
室
）

20
人（
先
着
順
）

４
月
14
日（
金
）

東
和
・
登
米
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

◉

☎

◉

☎

☎

　

☎

　

☎

 ▶

㊌

㊋

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
◉

☎

◉

　

　

人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ

る
現
代
で
は
、人
生
を
い
か
に
楽

し
く
過
ご
す
か
と
い
う
意
味
で
高

齢
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
は

重
要
で
す
。メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と

は
精
神
的
健
康
、心
の
健
康
な
ど

を
表
し
ま
す
。ス
ト
レ
ス
や
強
い

不
安
、悩
み
な
ど
は
心
身
の
健
康

や
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
さ
れ

て
い
ま
す
。高
齢
に
な
る
と
脳（
記

銘
力
・
認
知
機
能
な
ど
）の
老
化
、

社
会
的
な
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ

り
年
代
特
有
の
ス
ト
レ
ス
が
か

か
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

自
分
の
ス
ト
レ
ス
を
理
解
し
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食
事
、適
度
な
運
動
、

良
好
な
睡
眠
を
心
掛
け
る
と
と
も

に
畑
仕
事
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、お

し
ゃ
べ
り
や
外
出
な
ど
を
し
て
楽

し
く
過
ご
し
、ス
ト
レ
ス
と
う
ま

く
付
き
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
は
、さ
ま
ざ
ま
な
介
護
予
防

活
動
を
し
て
い
ま
す
。興
味
の
あ

る
人
は
、お
住
ま
い
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
気
軽
に
相
談
く

だ
さ
い
。

◉
　

高
齢
者
で「
最
近
も
の
忘
れ
が

多
く
な
っ
た
」、「
認
知
症
と
診
断

さ
れ
た
が
、ど
う
対
応
す
れ
ば
よ

い
か
」な
ど
、気
に
な
る
こ
と
や

困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
相
談
く
だ
さ
い
。総
合
診
療
医

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で

す
。お
住
ま
い
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

４
月
19
日（
水
）午
前
10
時

市
役
所
南
方
庁
舎（
１
階

相
談
室
）

◉

福
祉
事
務
所
長
寿

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊏
☎ ☎

㊐
☎ ☎

◉

◉ ☎
☎

☎

◉

☎

☎
０
２
２
０（
５
３
）４
８
１
１

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

◉
　

妊
娠
中
の
こ
と
や
出
産
、育
児

に
つ
い
て
、助
産
師
が
個
別
相
談

に
応
じ
ま
す

４
月
18
日（
火
）午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時（
要
電
話
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

◉
　

妊
娠
中
の
生
活
を
快
適
に
過
ご

し
、赤
ち
ゃ
ん
を
健
康
に
生
み
育

て
る
た
め
の
正
し
い
知
識
を
身
に

付
け
る
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。パ
パ
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

妊
娠
中
の
過
ご
し
方
、妊

娠
と
出
産
の
経
過
、お
産
の
し
く

み
、呼
吸
法
、マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
、

マ
タ
ニ
テ
ィ
ブ
ル
ー
に
つ
い
て

４
月
26
日（
水
）午
前
10
時

〜
11
時
45
分（
要
電
話
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

◉

市
民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６
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壁新聞には、旧跡を巡る研修会や、学校行事で伝統芸能を披露す
る様子などが。来場者は１枚１枚丹念に見入っていました。

児童の皆さんは「かぼちゃと他の野菜の味がよく合っておいし
い。野菜が苦手でも食べられると思う」と笑顔で完食しました。

会場は好風に恵まれ、どこまでも伸びる連だこやたくさんの手
作りだこなどが大空を埋めつくすように舞い上がりました。

　「第58回とよま凧あげ大会」（とよまコミュニティ運
営協議会主催、佐藤貞

てい

一
い ち

会長）は２月５日、登米大橋下
流の北上川右岸堤防周辺で開かれ、市内外から約300
人が来場しました。
　大会は同コミュニティの地域づくりの一環として企
画。佐藤会長は「３年ぶりに大会を開くことができた。
これからもいろいろなイベントで地域を盛り上げた
い」と話しました。「微

ほほ

笑
え

ましいで賞」を受賞した佐々木
晴
はる

士
と

さん（８）＝豊里町白鳥＝は「えびす様の絵を描く
のが難しかったけど、自分で作ったたこが空高く上が
って良かった」とはじけるような笑顔を見せました。

　「第14回登米市民文化祭」（登米市文化協会主催）が２
月18、19の両日、登米祝祭劇場で開催されました。
　３年ぶりの開催となった市民文化祭は、市民の皆さ
んが日ごろの文化活動の成果を披露。舞踊、民謡、伝統
芸能などのステージ発表や、会場内に展示された華道、
書道、絵画、彫

ちょう

塑
そ

などの作品鑑賞を楽しむ人たちでにぎ
わいました。作品を出展した和紙ちぎり絵佐沼サーク
ルの尾形いね子

こ

さん（73）＝迫町古宿＝は「みんなが開
催を待ちわびていた文化祭。仲間が集まる楽しい時間
がどんどん増えていくことを願っています」と話しま
した。

市内のさまざまなサークルや地域の文化・芸術が集まった会場
には、たくさんの人が訪れ、観賞や交流を楽しんでいました。

　市は、親子で適塩を意識し、地場産野菜について理解
を深め、子どもの頃から食に関心を持つ食育の機会と
するため「野菜たっぷり！適塩ナトカリレシピコンテ
スト」を開催。99品の応募の中から８作品が入賞しまし
た。今回、入賞作品の中から２つのレシピを市内の全小
中学校、市立幼稚園に学校給食として提供しました。
　２月１日には、最優秀賞を受賞した「調味料不要！か
ぼちゃのピザ」が５校１園で提供されました。レシピを
考案した田邉芽

め

生
い

桜
さ

さん（豊里小５年）は「クラスのみ
んなが残さず食べてくれて、とてもうれしかった」と話
しました。

　「石越クロニクル2017－2022」（石越郷土史研究会主
催、佐藤文

ふみ

則
の り

代表）が２月４、５の両日、石越公民館で開
かれました。
　この取り組みは、石越郷土史研究会が石越小で図書
館ボランティアを始めた2017年から発行している壁新
聞が創刊100号に達したことを記念し開催。時々の出来
事やニュースなどを取り上げた全ての新聞を展示しま
した。来場した宮﨑禎

さだ

義
よ し

さん（85）＝東和町錦織１区＝
は「昔の歴史を伝えていくことも、現在起きていること
を地道に記録していくことも、すばらしい地域づくり
活動だと感じました」と話しました。

聴講した皆さんは真剣に耳を傾けながらも、笑顔になったりう
なずいたりして当時を思い出している様子でした。

　佐沼地区地域づくり事業さぬまの文化・歴史講演会
「佐沼と仙北鉄道のかかわり」は２月５日、迫公民館で
開かれ、市内外から約60人が参加しました。
　仙北鉄道は、かつて瀬峰・登米間、瀬峰・築館間を結
び、昭和42年に全線が廃線されるまで、人々や物資の輸
送を行った主要路線です。講演会では、鉄道の記録動画
が放映された後、仙北鉄道元社員の後藤清

き よ し

之氏による
講話が行われました。また、会場には駅で実際に使用さ
れていた物品や資料などを展示。参加者の後藤昭

あき

子
こ

さ
ん（79）＝迫町江合＝は「よく鉄道を利用していたので、
懐かしい思い出がよみがえりました」と話しました。

毎年2月の初
はつ

午
うま

の日に行われる水かぶり。今年は日曜日という
こともあり、全国から多くの人が訪れました。

　ユネスコ無形文化遺産に登録されている「米川の水か
ぶり」は２月５日、東和町米川五日町地区で行われ、わら
装束で顔にすすを塗った男衆が、家々の前に用意された
おけの水を家に浴びせ掛け、火伏せ祈願をしました。
　沿道に集まった大勢の来場者は、飛び散る水しぶきを
全身に受けながら、火伏せのお守りになると言われてい
るわらを抜き取ろうとしたり、臨場感あふれる瞬間を写
真に収めようとカメラを構えたりしていました。また、米
川小では地域の伝統を学ぶ一環として６年生１人が男
衆として参加。１年生から５年生の４人が見習いとして
参加しました。
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Dream
Monthly Hot Communication

Monthly Hot Communication

Child

2020年6月18日生まれ
南方町・柳沢
信二さんの長女

歌と踊りが大好きで妹
の面倒をよく見てくれ
るじゅなちゃん。妹の
ななちゃんと仲良く元
気に成長してね。

人と動物をつなげて幸せに
　私の夢は、まだ正確には決まっていません
が、動物関係の仕事に就きたいと思っていま
す。きっかけは、家で猫と触れ合っているとき
に「大好きな動物と関われる仕事ができたらい
いな」と思ったからです。また、テレビで動物関
係の仕事をしている人たちを見て、私もやって
みたいと思いました。この仕事に就くことがで
きたら、人と動物をつなげて幸せにしてあげた
いです。今も幸せに暮らせていない動物がたく
さんいるので、少しでも幸せに暮らしていけ
るように手伝いをしたいと思います。
　夢をかなえるためには、勉強を頑張ること
はもちろんですが、猫と触れ合って気持ちを
理解したり、動物関係の仕事でもどのような
仕事があるのかを調べたりして、より動物に
対する関心を深めていきたいと思います。今
後、いろいろなことを経験する中で、自分に
合った動物関係の仕事を見つけ、かなえられ
るように精一杯頑張っていきたいです。

2021年10月22日生まれ
迫町・江合

清貴さんの次女

めんこくて、めんこく
て、めんこくてたまら
ない。お姉ちゃんと仲
良くすくすく育ってね。

2021年5月18日生まれ
南方町・北本郷
幸大さんの次男

おだづもっこのお兄
ちゃんと食いしん坊の
弟。２人そろえば元気
200倍。これからも仲良
く、大きく育ってね。

2021年7月13日生まれ
石越町・駅前
紫さんの長男

甘えん坊で食いしん坊。
あなたの笑顔がママの
元気の源です。いつも、
ありがとう。愛する息
子くん。

Young
Monthly Hot Communication

Half Century
Monthly Hot Communication

お見合い結婚です。妻は
看護師助手で人と接する仕事を
していたので、商店を営むわが
家に来てほしいなと思いました。

二人で出席した叙勲の授
与式で天皇陛下からお言葉をい
ただいたことです。
★

やると決めたら中途半端
にはしない、責任感のある人。

負けず嫌いで考えがはっ
きりしているところなど、夫婦
で似ているところが多いかな。

70歳で消防団を退団する
までの50年間、支えてくれた家
族と多くの皆さんに恩返しをし
ていけたらと思います。

家族がほっとできる明る
い家庭を守っていきたいです。
たまに旅行もしたいかな。

支えてくれる妻に感謝

　166㌢でB型です。
　南方の渡辺工業所に事務員として勤

めています。主に水道工事用の図面作成を担当し
ています。技術的なことや現場との調整など、製
図の仕事は難しくて苦労することもあるけれど、
大変な分、完成した時の喜びは大きいです。職場
の皆さんに助けてもらいながら、毎日楽しく仕事
をしています。

　周りの人たちからは明るく元気
だねと言われますが、物事を考えすぎて落ち込む
ことが多々あります。

　家族と買い物に出かけたり、温泉巡り
をしています。

　４年前から始めたジェルネイルです。
いろいろなネイルアートをして楽しんでいます。
たまに家族にもしてあげるんですよ。

　優しくて思いやりがあり、一
緒にいて笑いの絶えない人がいいですね。

　仕事関係の資格を取り
たいと考えています。それと、コロナ禍前に家族
で毎年行っていた韓国旅行がしたいです。

　自然が豊かで、交通の便
も良く生活がしやすい、とてもいいまちだと思い
ます。
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☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

▶

▶

☎

要
事
項
を
審
議（
年
４
回
程
度
）

委
嘱
日
か
ら
令
和
７
年
３

月
31
日
ま
で

➊
18
歳
以
上
で
市
内
に
住

ん
で
い
る
人
➋
上
下
水
道
事
業
に

関
心
が
あ
り
意
見
を
述
べ
ら
れ
る

人
➌
市
議
会
議
員
お
よ
び
地
方
公

共
団
体
職
員
で
な
い
人

住
所
、氏
名
、性
別
、

生
年
月
日
、電
話
番
号
、職
業
、勤

務
先
、経
歴（
職
歴
、学
歴
な
ど
）を

任
意
の
様
式
に
記
入
し
、上
下
水

道
事
業
に
つ
い
て
４
０
０
字
程
度

に
ま
と
め
た
作
文
と
一
緒
に
持
参

か
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

４
月
14
日（
金
）必
着

上
下

水
道
部
経
営
総
務
課（
経
営
管
理

係
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〒
９
８
７
―
０
７
０
２
／
登
米
市

登
米
町
寺
池
目
子
待
井
３
８
１
―

１☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
３

当
季
雑
詠
未
発
表
句
３
句

１
組（
一
人
何
組
で
も
可
）

所
定
の
用
紙
、ま
た

は
原
稿
用
紙
に
住
所･

氏
名･

年
齢

･

俳
号･

電
話
番
号
を
明
記
し
、持

参
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い

※
氏
名
や
読
み
づ
ら
い
文
字
に
は

ふ
り
が
な
を
付
け
て
く
だ
さ
い

５
月
19
日（
金
）当
日

消
印
有
効

１
組
千
円（
現
金
書
留
・

小
為
替
）

※
応
募
句
を
全
て
記
載
し
た
作
品

集
を
投
句
者
全
員
に
配
布
し
ま
す

６
月
26
日（
月
）以

降
、受
賞
者
に
郵
送
で
通
知

登
米

芭
蕉
祭
俳
句
大
会
実
行
委
員
会

（
登
米
総
合
支
所
内
）

〒
９
８
７
―
０
７
０
２
／
登
米
市

登
米
町
寺
池
目
子
待
井
３
８
１
―

１☎
０
２
２
０（
５
２
）５
０
５
１

　

東
和
陶
芸
教
室
を
開
講
し
ま

す
。市
内
在
住
で
あ
れ
ば
、誰
で
も

応
募
で
き
ま
す
。初
心
者
大
歓
迎

で
す
。

５
〜
10
月（
開
講
式
は
５

月
９
日（
火
））

毎
週
火
曜
日
／
午
前
９

時
〜
午
後
２
時（
初
回
は
５
月
９

日（
火
））

毎
週
水
曜
日
／
午
後
７

時
30
分
〜
９
時
30
分（
初
回
は
５

月
10
日（
水
））

東
和
陶
芸
場

８
千
円（
材
料
費
含
む
）

４
月
21
日（
金
）〜
28

日（
金
）昼

の
部
＝
30
人
、夜
の
部

＝
30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、締
め
切
り

ま
す

東
和

教
育
事
務
所

☎
０
２
２
０（
５
３
）４
１
１
５

０
２
２
０（
５
３
）４
１
１
４

　

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
と
は
、

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
事
業
者
が
市

の
公
共
施
設
な
ど
に
事
業
者
名
や

商
品
名
な
ど
を
冠
し
た
愛
称
を
命

名
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
で
、

市
民
へ
の
広
告
効
果
が
期
待
で
き

る
も
の
で
す
。ぜ
ひ
事
業
者
の
皆

さ
ん
の
広
告
塔
と
し
て
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
郵
送
ま
た
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い（
郵
送
の
場
合
は
、封

筒
に「
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
実
施

申
込
」と
記
載
）

※
申
込
書
は
総
務
部
総
務
課
で

配
布
す
る
ほ
か
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す

５
月
15
日（
月
）総

務

部
総
務
課（
財
産
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
登
米
市

迫
町
佐
沼
字
中
江
２
―
６
―
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

２
人

市
長
か
ら
の
諮
問
に
応

じ
、上
下
水
道
事
業
に
関
す
る
重 ☎

　

国
土
交
通
省
で
は
、北
上
川
な

ど
の
河
川
観
察
や
日
常
生
活
の
範

囲
で
知
り
得
た
河
川
に
関
す
る
情

報
な
ど
を
報
告
す
る「
河
川
愛
護

モ
ニ
タ
ー
」を
募
集
し
ま
す
。

河
川
に
接
す
る
機
会
が
多

く
、河
川
愛
護
に
関
心
の
あ
る
20

歳
以
上
の
人

７
月
か
ら
１
年
間

国
が
管
理
す
る
河
川
の
一

定
区
間
を
月
１
回
以
上
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
、そ
の
結
果
を
報
告

約
４
５
０
０
円

４
月
上
旬
頃
、

北
上
川
下
流
河
川
事
務
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。詳
し

く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い北

上

川
下
流
河
川
事
務
所
占
用
調
整
課

（
占
用
調
整
第
一
係
）

☎
０
２
２
５（
９
４
）９
８
５
１

◉

就
職
ま
た
は
転
職
の
た

め
に
本
課
程
の
技
能
、知
識
な
ど

を
習
得
し
よ
う
と
す
る
人

５
人

７
月
５
日（
水
）〜
12

月
21
日（
木
）

石
巻
高
等
技
術
専
門
校

テ
キ
ス
ト
代
な
ど
約
５
万

円（
授
業
料
は
無
料
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相

談
の
上
、入
学
願
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い

４
月
19
日（
水
）〜
６

月
６
日（
火
）６

月
13
日（
火
）

石
巻
高
等
技
術
専

門
校

☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９

季節の花苗・野菜苗

大量入荷しました

※写真はイメージです
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㊏

㊐

◉

☎

㊐

◉

☎

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、

令
和
４
年
度
に
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
人

で
、令
和
５
年
度
も
在
学
予
定
の

人
に
は
、４
月
上
旬
に
は
が
き
で

学
生
納
付
特
例
申
請
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
し
、引
き

続
き
学
生
納
付
特
例
制
度
を
受
け

る
場
合
は
、在
学
証
明
書
や
学
生

証
の
写
し
を
提
出
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、は
が
き
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、返
送
く
だ
さ
い
。

な
お
、学
生
納
付
特
例
制
度
の
利

用
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、年
金

事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

超
え
た
場
合
、優
先
基
準
に
基
づ

き
補
助
団
体
を
決
定
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す

ま
ち

づ
く
り
推
進
部
市
民
協
働
課（
市

民
活
動
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

市
消
防
署
で
は
、災
害
時
の
使

用
に
備
え
て
消
火
栓
バ
ル
ブ
の
開

閉
状
況
、防
火
水
槽
の
水
量
な
ど
、

消
防
水
利
の
点
検
を
実
施
し
ま

す
。車
両
の
通
行
な
ど
に
十
分
注

意
し
て
行
い
ま
す
。

４
月
10
日（
月
）〜
５
月
26

日（
金
）／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

消
防
本
部
警
防
課 

（
警
防
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
１

　

令
和
６
年
度
に
実
施
す
る
集
会

施
設
の
建
設
や
改
修
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。➊

集
会
施
設
の
建

設
、購
入
➋
集
会
施
設
の
修
繕
、模

様
替
え（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
含

む
）、増
築

補
助
率
２
分

の
１
以
内
で
、
➊
新
築
＝
１
千
万

円
➋
修
繕
、模
様
替
え
な
ど
＝

２
５
０
万
円

➊
門
、柵
、植
樹
な

ど
の
附
帯
工
事
、購
入
費
➋
用
地

の
取
得
費
➌
既
存
の
建
物
の
解
体

費
➍
備
品
購
入
費
な
ど

10
月
２
日（
月
）

※
建
設
や
改
修
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、経
費
な
ど
は
事
前
に
相
談
く

だ
さ
い

※
補
助
率
、上
限
額
な
ど
は
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
要
望
金
額
の
合
計
が
予
算
額
を

　

令
和
６
年
度
に
実
施
す
る
地
域

の
特
色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

や
、地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

次
の
➊
〜
➍
全
て
の

要
件
に
該
当
す
る
団
体
➊
市
内
に

活
動
拠
点
が
あ
る
➋
構
成
員
が
５

人
以
上
➌
運
営
や
組
織
に
関
す
る

規
約
や
会
則
を
定
め
て
い
る
➍
政

治
活
動
、宗
教
活
動
ま
た
は
営
利

を
目
的
と
し
て
い
な
い

※
事
業
内
容
や
経
費
な
ど
は
事
前

に
相
談
く
だ
さ
い

単
年
度
。た
だ
し
、事

業
の
性
質
上
、実
施
期
間
が
複
数

年
度
に
わ
た
る
場
合
は
２
年
を
限

度
と
し
ま
す

補
助
率
２
分

の
１
以
内
で
、50
万
円
を
上
限
に

補
助
。た
だ
し
、事
業
期
間
が
複
数

年
度
に
わ
た
る
場
合
、２
年
目
の

補
助
率
は
３
分
の
１
以
内

10
月
２
日（
月
）ま

ち

づ
く
り
推
進
部
市
民
協
働
課（
市

民
活
動
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

佐
沼
税
務
署
で
は
、事
業
者
を

対
象
に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
説
明
会
お
よ
び
登
録
申
請
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

登
録
申
請
手
続
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
登
録
申
請
相
談
会
は
、希
望
す

る
人
を
対
象
に
、説
明
会
後
に
引

き
続
き
行
い
ま
す
。

➊
４
月
20
日（
木
）➋
25
日

（
火
）／
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

佐
沼
税
務
署（
１
階
会
議

室
）

➊
主
に
消
費
税
の
課
税

事
業
者
➋
主
に
消
費
税
の
免
税
事

業
者

各
10
人（
先
着
順
）

※
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。定
員
に
な
り

次
第
、受
付
を
終
了
し
ま
す

佐
沼

税
務
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
５
０
１

◉
　

学
校
や
地
域
の
活
動
や
各
種
団

体
な
ど
に
対
し
、家
計
管
理
や
金

融
商
品
、金
融
犯
罪
被
害
に
遭
わ

な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

◉
　

財
政
、経
済
、金
融
、国
有
財
産

な
ど
の
テ
ー
マ
で
、職
場
研
修
や

学
校
、地
域
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
対

し
、出
前
講
座
を
行
い
ま
す
。

◉

月
〜
金
曜
日（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

東
北

財
務
局
財
務
広
報
相
談
室

☎
０
２
２（
２
６
３
）１
１
１
１

０
２
２（
２
１
７
）４
０
９
３

死T
H
ZK
O
U
H
O
U
K
A
N
O
P@

th.lfb-m
of.go.jp

　
「
東
北
風
土
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２

３
」を
開
催
し
ま
す
。今
回
は
、長

沼
の
湖
畔
を
東
北
各
地
の
名
物
グ

ル
メ
な
ど
を
食
べ
な
が
ら
走
る

「
現
地
開
催
」と
、申
し
込
ん
だ
距

離
を
好
き
な
場
所
で
走
る「
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
」の
両
方
を
実
施
し

ま
す
。ぜ
ひ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◉

５
月
21
日（
日
）午
前
８
時

開
場

長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア
公
園

９
千
円

１
５
０
０
人

◉

５
月
20
日（
土
）〜
６
月
18

日（
日
）

ど
こ
で
も
可
能（
自
ら

コ
ー
ス
を
決
め
て
ラ
ン
ニ
ン
グ
）

１
５
０
０
円

２
０
０
０
人

◉

高
校
生
以
上
の
健
康

で
完
走
可
能
な
人

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

４
月
30
日（
日
）東

北

風
土
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
３
実
行
委

員
会

死support@
raceroster.com

下田中53番地8 0220-23-8688
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こ
れ
ま
で
農
業
委
員
会
で
は
、

各
総
合
支
所
で
相
談
に
対
応
す
る

巡
回
事
務
所
を
開
設
し
て
き
ま
し

た
が
、近
年
、相
談
件
数
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、４
月
以
降
、巡

回
事
務
所
は
開
設
せ
ず
、中
田
庁

舎
２
階
の
農
業
委
員
会
事
務
局
に

集
約
し
ま
す
。

　

な
お
、各
種
証
明
書
の
発
行
は
、

引
き
続
き
各
総
合
支
所
で
も
行
い

ま
す
。

農
業
委
員
会
事
務

局☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
７

　

飼
い
主
に
は
、犬
の
登
録
、年
１

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
、鑑
札
と

注
射
済
票
を
犬
に
装
着
す
る
こ
と

が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。新
た
に
犬
を
飼
っ
た
場
合
は
、

会
場
で
登
録
手
続
き
の
上
、注
射

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

４
月
３
日（
月
）〜
27
日

（
木
）

１
匹
３
千
円

１
匹
３
１
５
０
円

※
詳
細
は
、毎
戸
に
配
布
す
る「
狂

犬
病
予
防
集
合
注
射
に
つ
い
て
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,656 9,489 9,958 19,447 （▲33）

登米 1,725 2,125 2,301 4,426 （▲8）

東和 2,232 2,777 2,835 5,612 （▲18）

中田 5,280 7,446 7,685 15,131 （▲11）

豊里 2,139 3,061 3,095 6,156 （5）

米山 2,801 4,146 4,213 8,359 （▲26）

石越 1,518 2,200 2,199 4,399 （4）

南方 2,718 3,947 4,133 8,080 （▲17）

津山 1,112 1,390 1,539 2,929 （▲10）

合計 27,181 36,581 37,958 74,539 （▲114）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

Ｒ５ Ｒ４ 増減数

人身事故
発生件数 16件 14件 2件

死者数 0人 0人 0人

負傷者数 17人 16人 1人

物損事故
発生件数 173件 216件 ▲43件

　

消
費
生
活
相
談
窓
口
は
、消
費

者
と
事
業
者
と
の
間
に
発
生
し
た

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
を
受

け
、解
決
に
向
け
た
助
言
や
あ
っ

せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。相
談
は

無
料
で
、専
門
の
相
談
員
が
電
話

ま
た
は
対
面
で
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。不
安
な
こ
と
や
困
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
と
き
に
は
一
人
で
悩
ま

ず
、早
め
に
相
談
く
だ
さ
い
。

市
消
費
生
活
相
談
窓

口（
南
方
庁
舎
２
階
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

※
電
話
ま
た
は
来
訪
相
談

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

４
月
28
日（
金
）午
後
１
時

〜
３
時
50
分

市
民
生
活
部
環
境

課（
生
活
環
境
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

サ
ギ
は
、市
内
で
多
く
見
ら
れ

る
野
鳥
の
一
種
で
す
。繁
殖
期
と

な
る
春
先
か
ら
夏
の
終
わ
り
に
か

け
、林
に
枝
木
や
草
で
皿
型
の
巣

を
作
っ
て
産
卵
し
、た
く
さ
ん
の

巣
が
１
カ
所
に
集
ま
っ
た「
コ
ロ

ニ
ー
」を
形
成
す
る
生
態
が
あ
り

ま
す
。

　

市
内
で
は
、サ
ギ
の
コ
ロ
ニ
ー

が
住
宅
地
に
近
い
場
所
に
作
ら

れ
、鳴
き
声
に
よ
る
騒
音
や
ふ
ん

害
に
よ
る
悪
臭
被
害
な
ど
の
問
題

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
う
し

た
問
題
へ
の
対
策
と
し
て
、住
宅

地
付
近
の
樹
木
に
営
巣
さ
せ
な
い

環
境
づ
く
り
な
ど
が
大
切
で
す
。

➊
サ
ギ
の
ひ
な
が
立
ち
去

る
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、営
巣
さ

れ
た
樹
木
の
伐
採
や
剪せ
ん

定て
い

を
行

い
、巣
を
作
ら
せ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
➋
サ
ギ
が
巣
作
り
を
す
る

春
先
に
、住
宅
地
近
く
に
営
巣
さ

せ
な
い
よ
う
監
視
お
よ
び
音
や
視

覚
に
よ
る
追
い
払
い
を
行
う
こ
と

※
令
和
５
年
度
に
、サ
ギ
の
生
態
、

被
害
対
策
を
学
ぶ
研
修
会
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。被
害
対
策

を
検
討
し
て
い
る
地
域
は
ご
相
談

く
だ
さ
い

産
業
経
済
部
農
林

振
興
課（
農
村
環
境
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
９

　

個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
に
伴

い
、現
在
条
例
で
運
用
し
て
い
る

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、令
和
５

年
４
月
１
日
か
ら
改
正
個
人
情
報

保
護
法
に
基
づ
く
全
国
的
な
統
一

ル
ー
ル
で
運
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

◉
　

市
で
は
、個
人
情
報
保
護
法
の

施
行
に
必
要
な
事
項
を
規
定
す
る

「
登
米
市
個
人
情
報
保
護
法
施
行

条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。ま
た
、

市
議
会
に
つ
い
て
は
、改
正
個
人

情
報
保
護
法
の
適
用
除
外
と
な
る

た
め
、「
登
米
市
議
会
個
人
情
報

保
護
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。

な
お
、条
例
の
施
行
に
よ
り
現
行

の
登
米
市
個
人
情
報
保
護
条
例
は

令
和
４
年
度
末
で
廃
止
と
な
り
ま

す
。市
は
今
後
も
、法
律
お
よ
び
条

例
に
基
づ
き
、個
人
の
権
利
利
益

を
保
護
し
、個
人
情
報
を
適
切
に

管
理
し
ま
す
。

◉➊
開
示
請
求
に
係
る
手
数
料
＝
現

在
と
同
様
、手
数
料
は
無
料
と
し
、

コ
ピ
ー
代
な
ど
写
し
の
交
付
に
要

す
る
費
用
は
実
費
負
担
と
す
る
➋

任
意
代
理
人
に
よ
る
開
示
請
求
＝

現
在
の
法
定
代
理
人
に
加
え
、任

意
代
理
人
に
よ
る
請
求
が
可
能
と

な
る
➌
開
示
決
定
等
の
期
間
＝
法

律
と
同
様
、開
示
請
求
が
あ
っ
た

日
か
ら
30
日
以
内（
現
行
は
14
日

以
内
）と
す
る
。ま
た
、情
報
公
開

条
例
に
基
づ
く
開
示
請
求
も
同
様

と
す
る
➍
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿

＝
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
た
対
象

者
千
人
以
上
の
個
人
情
報
フ
ァ
イ

ル
簿
を
作
成
す
る▼

総
務
部
市
長
公

室（
文
書
法
制
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
０

▼
議
会
事
務
局（
政
策
改
革
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
１
３

　

総
務
省
に
よ
る
７
０
０
Ｍメ

ガ
ヘ
ル
ツ

Ｈ
ｚ

帯
の
周
波
数
再
編
に
よ
り
、こ
れ

ま
で
地
上
テ
レ
ビ
放
送
が
使
用
し

て
い
た
周
波
数
は
、携
帯
電
話
に

よ
る
利
用
へ
移
行
と
な
り
ま
す
。

　

携
帯
電
話
基
地
局
の
開
設
に
伴

い
、４
月
20
日（
木
）か
ら
携
帯
電

話
に
よ
る
周
波
数
の
利
用
に
伴
う

試
験
電
波
が
発
射
さ
れ
、市
内
の

一
部
地
域
で
テ
レ
ビ
受
信
障
害
が

発
生
し
、受
信
に
影
響
が
出
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。対
策
は
携
帯

電
話
事
業
者
が
設
立
し
た「
一
般

社
団
法
人
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
利
用
推

進
協
会
」が
実
施
し
、テ
レ
ビ
受
信

へ
の
影
響
が
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
る
世
帯
に
は
、試
験
前
に
チ
ラ

シ
を
配
布
し
ま
す
。ま
た
、対
策
が

必
要
な
可
能
性
が
高
い
世
帯
に

は
、テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
員
証

を
身
に
付
け
た
工
事
作
業
者
が
直

接
家
庭
に
訪
問
し
ま
す
。対
策
に

か
か
る
費
用
は
全
て
同
協
会
が

負
担
し
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
に
対

す
る
費
用
請
求
は
絶
対
に
あ
り
ま

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

開
発
健け

ん

じ次（
弁
護
士
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

※
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い

無
料

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

◉
　

借
金
を
抱
え
て
悩
ん
で
い
る
人

（
自
営
業
者
を
含
む
）の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。一
人
で
悩
ま

ず
、気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。相
談

は
無
料
で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

月
〜
金
曜
日（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）／
午
前
９
時

〜
正
午
、午
後
１
時
〜
５
時

東
北
財
務
局
多
重

債
務
者
相
談
窓
口

☎
０
２
２（
２
６
６
）５
７
０
３

◉
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す

る
金
融
機
関
の
窓
口
の
照
会
、取

引
に
関
し
て
の
問
い
合
わ
せ
、相

談
を
電
話
や
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

月
〜
金
曜
日（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）／
午
前
９
時

〜
正
午
、午
後
１
時
〜
５
時

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
関
す
る
東
北
財
務
局
相
談

ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０（
９
１
７
）９
９
３

０
２
２（
２
６
１
）１
７
９
６

せ
ん
。テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
を

装
っ
た
詐
欺
行
為
や
悪
徳
商
法
な

ど
に
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、テ
レ
ビ
放
送
が
正
常
に

視
聴
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
や
、

不
審
な
訪
問
が
あ
っ
た
場
合
は

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
テ

レ
ビ
受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー（
年
中
無
休
／
受
付
時
間
＝

午
前
９
時
〜
午
後
10
時
）

☎
０
１
２
０（
７
０
０
）０
１
２

☎
０
５
０（
３
７
８
６
）０
７
０
０

　

仙
台
法
務
局
で
は
、相
続
登
記

な
ど
の
手
続
の
案
内
に
つ
い
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し

た
ウ
ェ
ブ
方
式
に
よ
る
方
法
を

追
加
し
ま
し
た
。ウ
ェ
ブ
方
式
に

よ
る
手
続
案
内
は
、仙
台
法
務
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
予
約
で
き
ま

す
。

仙
台
法
務
局
民
事

行
政
調
査
官
室

☎
０
２
２（
２
２
５
）５
７
２
０



編

集

後

記

▼
広
報
係
に
な
っ
て
約
１
年
。

正
し
い
情
報
や
人
の
思
い
を
伝

え
る
こ
と
の
難
し
さ
に
悩
ん
だ

り
、広
報
読
ん
だ
よ
っ
て
言
っ

て
も
ら
っ
て
舞
い
上
が
る
ほ
ど

う
れ
し
か
っ
た
り
、い
ろ
ん
な

感
情
に
振
り
回
さ
れ
た
１
年
の

節
目
に
一
句
。夕
方
に
な
る
と

小
さ
い
字
が
見
え
ず
認
め
た
く

な
い
け
ど
老
眼
だ（
渡
邊
）

▼
取
材
で
お
会
い
し
た「
米
谷

の
み
ら
い
」代
表
の
菅
野
さ
ん
。

笑
顔
で
話
す
一
言
一
言
か
ら
地

域
を
思
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。一
緒
に
活
動
し
て

く
れ
る
仲
間
を
随
時
募
集
中
と

の
こ
と
で
し
た
。（
佐
々
木
）

▼
楽
し
そ
う
に
揺
れ
て
い
る
カ

ラ
フ
ル
な
ラ
ン
ド
セ
ル
。朝
の

通
勤
時
に
出
会
う
穏
や
か
な
日

常
で
す
。今
号
の
特
集
で
改
め

て
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。以
前
ド
ラ
マ
の
撮
影

で
市
内
に
滞
在
し
て
い
た
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ス
タ
ッ
フ
が
、譲
り
合
い
運

転
な
ど
マ
ナ
ー
が
良
い
事
に
大

変
驚
い
て
い
ま
し
た
。東
京
で

は
考
え
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
。

登
米
市
の
誇
れ
る
点
が
ま
た
一

つ
増
え
ま
し
た
。（
千
葉
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

　「何もない場所と言われがちだけれど、普段何気
なく見る風景、住んでいる人の優しさや笑顔。ここ
には都会では得難い大事なものがたくさんありま
す」と話す「米谷のみらい」代表の菅野忍

しのぶ

さん。時代
の流れとともに活気が失われていくふるさとを元
気にしたいと、東和町に住む30～40歳代の若手
が集まった。地域資源である空き家の利活用につ
いて考える企画や、地域の歴史を学ぶ勉強会、地域
のみんなでつくり上げるさくら祭の開催などを通
じて、人と人との関わりを大切にした活動を展開
している。
　仕事やプライベートを犠牲にしながら地域のた
めに尽力する先輩たちの姿を見てきたメンバー。
活動を長く続けていくためには、「無理せず自分た

ちのできる範囲で」行うことが重要と考え、できる
人ができることをやる。力み過ぎずほどよく肩の
力を抜くことを心掛けている。「地域のために頑
張ってね」「楽しいお祭またやってね。ありがとう」
という住民の皆さんの声が何よりうれしいと笑顔
を見せる菅野さん。
　「行政だけに頼るのではなく、自分たちが住みた
い町を自分たちの手でつくっていきたい。この地
域に住む幸せを未来につないでいきたい」と始め
た活動は５年目を迎えた。地域に残る自然や文化
を見つめ直し、地域のみんなが大切に紡いできた
ふるさとを未来の子どもたちに残すため、「米谷の
みらい」は、日々試行錯誤を繰り返しながら活動を
続ける。
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